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1996年, 沖縄県知事と韓国済州道知事は経済, 学術文

化, 人事等の交流促進について共同声明を発表した. そ

の人事交流の一環として1997年に ｢日本国沖縄県と大韓

民国済州道の間の外国語研修生交流研修事業に関する覚

書｣ が締結され, 1998年より隔年で相互に公務員を派遣

する事業が始まった. 著者の一人, 大見謝も1999年10月

に済州道に３週間派遣され, 済州道保健環境研究院環境

調査科で研修や共同研究を行う機会に恵まれた.

著者らは共同で済州道済州島の代表的な土壌を採取し

土壌の受食性を調べるため水分散性の試験を行った. そ

の結果より, 土壌の受食性の目安であるＵＳＬＥ式の土

壌係数・Ｋを推定し, 沖縄の土壌と比較したので紹介す

る. � ������
日本で ｢県｣ にあたる韓国の行政組織が ｢道｣ である.

済州道は那覇市の北800㎞に浮かぶ済州島 (図１) を中

心とした島々で成り立っている. 人口１)は535�000人で
沖縄県の半分以下である. 済州島の面積２)は1�828�で
済州道の面積のほとんどを占め, 沖縄島の面積３)1�202�の約1�5倍である. 島の中央には, 南韓 (政治的に南

北に分断されている韓半島：朝鮮半島の南側の地域｡ 日

本で一般的に用いられている狭義の韓国) で一番高い海

抜1�950�の漢拏山 (ハルラサン) がそびえている. 現

在, 漢拏山は死火山だが, 昔は何度も噴火を繰り返し,
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要旨：1999年10月, 韓国済州 (チェジュ) 島の主要４土壌を採取し水分散性 (みずぶんさんせい) 試験を行った. その

結果より, 土壌の侵食の受けやすさ (受食性) の目安であるＵＳＬＥ式の土壌係数・Ｋを求め, 沖縄県の主要土壌等と

比較した. その結果, 平均的に沖縄のほうが土壌等の受食性が高かった. また, 済州島の海岸近くに分布する暗褐色土

は, 沖縄の国頭マージ (いわゆる赤土) なみの受食性を示した.
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＊大韓民国済州道保健環境研究院環境調査科 図１ 済州島の地理的位置図



島の地層は溶岩が冷えてできた多孔質の玄武岩 (図２)

と�その上に降り積もった火山灰土が幾重にも交互に重
なっている (図３). このため雨水の地下浸透性がよく,

河川の大部分は涸れ川で, 大雨を除き水は流れていない.

飲用水をはじめ使用水のほとんどを, 海岸近くで涌き出

る地下水と中山間地域のボーリングに頼っている.

済州島の土壌は大きく分けて４種類に分類される. そ

のうち火山灰土が77�8％を占め, 内訳は中文 (チュンム

ン) －吾羅 (オラ) －舊左 (クジュァ) 土壌群・濃暗褐

色土が41�1％, 坪垈 (ピョンデ) －杏源 (ヘンウォン) －
敏岳 (ミナク) 土壌群・黒色土＝黒ボク土22�1％, 黒岳
(フカク) －老路 (ノロ) －赤岳 (チョカク) 土壌群・

褐色山林土14�6％となっている. また, 海岸近くには非
火山灰土の東貴 (トングィ) －舊嚴 (クオム) －龍興

(ヨンフン) 土壌群・暗褐色土が17�5％分布しており,
その他の土壌が4�7％となっている２).
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図２ 多孔質玄武岩
琉球石灰岩と同様に雨水の地下浸透性がよい.

図３ 済州島の地層は溶岩が冷えてできた多孔質玄
武岩と火山灰土が幾重にも交互に重なってい
る.
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図５. 水分散性試験＊＊

＊現在は300�に変更
＊＊現在は水分散性懸濁質量試験に名称変更

図４ 済州島における主要土壌分布２)と土壌採取場所

①褐色山林土

②黒色土

③濃暗褐色土

④暗褐色土
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１. 資料の採取

1999年10月18日, 済州島の代表的な４土壌をそれぞれ

２箇所で採取した (図４).

２. 水分散性

比嘉４)の方法による (図５).

３. 土壌係数・Ｋ

水分散性試験のＳＳ濃度の１／10万の値がＫに対応し

ている４). なお, ＵＳＬＥ式５)では, 土壌流亡量は土壌

係数・Ｋに比例する.� ������
１. 結果を表１に示す. また, 沖縄の土壌等とのＫの比

較を表２に示す.

２. 済州島土壌のＫは, 非火山灰土のほうが火山灰土よ

り大きい. これは, ｢非火山灰土のほうが火山灰土より

流出しやすい｣ という地元の経験と一致するものである.

３. 図４で, 漢拏山頂近くに分布する土壌群が最もＫが

小さく, 海岸に近づくほどＫが大きくなる傾向が見られ

た.

４. 済州島土壌の調査数が少ないので確たることは述べ

られない. 調査の範囲で沖縄県と済州島の土壌を比較す

ると, 平均的に沖縄県が高い受食性を示すが, 済州島に

も沖縄県の国頭マージなみに受食性の高い土壌が存在す

る. ����
済州道での研修時には高容九・済州道保健環境研究院

長をはじめ, 研究院の皆様に暖かく迎え入れていただき

ました. 大変ありがとうございました. (大見謝)� ����
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